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平成２２年度青森県入札・発注制度の改善について（通知） 

 

 本県の建設業行政については、平素から御協力をいただき、誠にありがとう

ございます。  

 県では、工事の発注にあたり、適正な施工が確保されないおそれのある著し

く低い価格での入札を排除し、適正な価格での契約を推進するため、平成２２

年４月１日から、下記のとおり取り扱うこととしましたので通知します。  

 

記  

 

１ 建設工事における最低制限価格及び低入札価格調査基準価格の引上げ  

中 央 公 共 工 事 契 約 制 度 運 用 連 絡 協 議 会 モ デ ル が 見 直 し さ れ た こ と を 踏 ま

え、最低制限価格及び低入札価格調査基準価格を引き上げます。  

(１ ) 対象工事  

最低制限価格制度＝設計額５千万円未満の工事  

低入札価格調査制度＝設計額５千万円以上の工事  

(２ ) 算定方式  

 最低制限価格及び低入札価格調査基準価格の算定方式  

 直接工事費の９５パーセントの額  

 共通仮設費の９０パーセントの額  

 現場管理費の７０パーセントの額  

 一般管理費の３０パーセントの額  

 上記の額の合計額に消費税（５パーセント）を加算した額とする。  

 た だ し 、 上 限 を 設 計 額 の ９ ０ パ ー セ ン ト 、 下 限 を 設 計 額 の ８ ０ パ

ーセントとする。  

 

２ 低入札価格調査制度における数値的判断基準の引上げ 

  低 入 札 価 格 調 査 制 度 適 用 工 事 （ 請 負 工 事 設 計 額 が ５ 千 万 円 以 上 の 建 設 工

事）で、調査基準価格を下回ったものについて、調査することなく失格と判

定する数値的判断基準を引き上げます。  

 



 

 

(１ ) 改正後の数値的判断基準  

設計 額 の 工事 費 の 費目 ご と に、 次 の ①～ ④ の １項 目 で も基 準 を 満た さ

ない者を失格とします。  

① 直接工事費が発注者の設計金額の７５パーセント以上 

② 共通仮設費が発注者の設計金額の７０パーセント以上 

③ 現場管理費が発注者の設計金額の７０パーセント以上 

④ 一般管理費が発注者の設計金額の３０パーセント以上 

 

３ 調査基準価格未満工事施工中の者の新たな調査基準価格未満の入札の制限  

  著しく低い価格で複数の工事を受注することによる他の工事へのしわ寄せ

を防止するため、県発注工事において、調査基準価格未満の入札（低入札）

を行い落札者となった者が、低入札工事の完成検査が完了する前に、再度低

入札を行った場合は、調査することなく失格とすることとします。  

よって、平成２２年４月１日以降に入札する工事において、低入札で受注

できる工事は各業者１件のみとなります。  

  なお、平成２２年３月３１日以前に入札した工事及び共同企業体の方法に

より契約した工事については、対象外とします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


